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程度の 變化を認め る が ， 中毒症移 行例 に はす べ て 明か な

變化が み られ ， 血 管型 よ りみ る と攣縮 型 が 最 も多 く，ま

た中毒症移行例 の 67％が高血壓家系あ るい は そ の 近親に

中毒症をみた家系 に屬 して い た．  皮膚毛細血 管抵抗値

は中毒症では 低 下 し，血 管透過性の 亢進が み と め ら れ

た・  lnsulin に よ る發汗 ， 血糖， 好酸球試驗では妊

娠す る と「温腦
一

下垂體
一

副 腎皮 質機能 が 漸次亢進し，中

毒 症 で は 更 に 異常亢進 を 示 す も の が 多 い こ とが判つ た ．

　 皿．妊娠中毒症 の 治療

　降壓劑として は　Apresoline ，　 Serpasil の 併用 が 最

も適當 で あ り，浮腫 に は Diamox が 著効 を 奏 した．

　　6．妊娠動物における Reilly 現象の 成立 に つ

いて

　 （東京醫大） 秦清三 郎，X
高橋祺 昌 ， 藤田眞助 ，

　 野平知雄 ， 齋藤成一，高見嘉都司 ， 豐 田輝人 ，

　 前島昭 二 ， 桶谷正 一， 柵 山勝利 ， 林　達朗 ，

　 池 田純輔 ， 陳　育俊，石居秀朗 ， 長谷川行信，

　 喜納　進

　Reilly 現象す な わ ち 自律沛申經 の 過乗聾反懸 にもとつ く

症候群に よ る 病因論の 新概念は，近 來 Laborit らが そ

の 理論を應用 して 臨牀的成功を牧め た こ とか ら注 目 され

て い る。

　わ れ わ れは Reilly の 實驗方法 に考按を加え て妊娠動

物 に 適用す る こ とに よ り， 從來妊娠 中毒症 な る カ テ ゴ リ

ーに一
括 されて 來 た妊娠 ， 分娩に 伴 う種々 なる母體障碍

に類似す る症候を 發現させ る こ とが 出來 る か どうか を檢

討し た．

　 L 實驗方法

　 1）　實驗動物 ：妊娠白鼠 に よつ て豫備實驗 を 行い ， 妊

犬 ， 妊兎 に よつ て 確認す る．

　2） 侵襲方法 ： ゴ ナ ド トロ ピ ン ， 性 ホ ル モ ン ，副 腎皮

質 ホ ル モ ン ，自律紳經毒，ア ル コ
ー

ル ，ペ プ ト ン 水，鹽

化 ア ン モ ン な どの 化學物質 ， 感應電流翩戟 ， 大腸毒 な ど

の 細蔔

　 3）　侵襲部位 ：下腹禪經 ， 勃起神經 ， 骨盤神經叢 ， 内

臓 神縄 節，子宮靜脈嚢法 （頸 諍脈嚢法 の 應用 ）。

　4）　化學物質 の 濃度 ：Rcilly　現象 の 木 旨に 基 き ， そ

の 藥物の 通常生 體効果量 以 下の 各種濃 度を使用す る こ と

を原則 と した．

　5） 發現 阻 止 手 段 ：ク ロ ール プ ロ V ジ ン 投興 ，下垂體

剔除，副腎 剔除．

　 6） 判 定 方 法 ：胎盤 ， 子宮 ． 肝 ， 腎 ， 肺 ， 胃，副腎 ，

腦 な どの 臓器の 形態學的病變 ， 血 壓，尿 の變化．

　 並 成　績

　各種化合物質の 種 々 な る 濃度 と侵襲部位 との 組合せ は

多岐 に わ た る の で，例數は乏 しい 憾 は免 れ な い が ， 興味

あ る と思われ る 結果の 概要を摘記す る，

　 1） 侵襲に よつ て 病變をお こ す場合 は ， 出血 ，壌 死 な

ど に よつ て 代表 さ れ る血 管障碍 の 同
一

形式非特異性病變

が浮び 上 つ て 觀察され る．

　 2） 病變がお こ る 場合，ク ロ ール プ ロ マ ジ ン の 阻止効

果 は適確でな い が ，副腎剔除は 殆 ん ど阻止 し， 下垂體易『

除は こ れにつ ぐ．

　 3）　今の とこ，ろ，侵襲部位と侵襲方法に は 特異的な 組、

合せ は 見っ か らず ， また骨盤祚經叢 ， 内臓神經節及び子

宮靜脈嚢法の一
部 に の み病變が見 られ る．

　 4）　エ ス トロ ゲ ン，20％ ア ル コ ール ， 5 ％ ペ プ トン 水

の 内臓刷輕 浸潤注射の 場合は ， 肝 ， 腎 ， 胎盤に上記病變

が 認められ る．

　5） 大腸菌浮遊液 の 骨盤禪經叢浸潤注射は 胎盤病變を
・

確實にお こ す．

　6） DOCA 及 び ア ドレ ナ リン は子宮靜脈嚢法に よっ

て の み 胎盤及び腎に 病變を お こ す．

　τ） 病變の あ る場合 ， 血壓はは じめ 上昇 し，ま もな く

低下す る もの が多い ．尿は不定．

　8）　 こ れ以外の 侵襲方法 は 豫備實驗の 段階で不變 また

は 不疋で，さ らに 精査 を要 す る も の で あ る．

　以 1：の 成績 か らつ ぎの 如 く判斷す る．妊娠動物 の 腹部

の 自律祚經部位 に 各種 の 侵襲原因を加える とき ，
一部の

侵襲 は Reilly現象を成立 さ せ る こ とが 確實であ り，そ

の 際 の 病變は血管變化 に よ る 退行 性病像とい う基 本的な、

點に お い て ， ヒ トの 子癇 の 病理 學的所見 に 甚 だ 近似 す

る．

　 7．娃 賑寒兎にお ける BeiHy 氏現象 の 研究

　　　　　　　　　 （慶大） 野嶽幸雄 ，
帶

櫻井砧 二 ，

　　　　　　　　　　　　　 田村 昭蔵 ， 土屋恭
一

　妊娠中毒症の 木態的研究 に 關 して は， 本邦 に お い て

は ，胎盤物質の 研 究が 多 く．ま た 歐米 に お い て は ， 體液

動體 の 研 究が 盛 であ る ．

　わ れ わ れ は Reilly 氏 現象 の 概念 を導入 し ， 本現象 の
．

妊飯中毒症 に お け る 意義に っ き檢討を進 め て い ろ．ま ず

妊娠家兎 の 子宮 ， 胎盤 に お け る Rei ］ly 現象 の 發 現 に 重

點 をお き ， つ ぎの 實驗を行 つ た．

　實蟾方法．妊娠家兎の 兩側ま た ほ偏側の 内臓紳糎節及

びそ の 周圍に Stressorの 微量 （P ．　S．物質 1 〜 3n監
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“

血 清 そ の 他 0．10c〜 O。4cc） 登 た だ 1囘注射し， 24時間

後剖檢 し， 子宮胎盤 を 始 め，各種臓器 の 變化 を 肉眼 的組

織學的に窺つ た．

　Stressorと して っ ぎ の もの を使用し た．

　  真柄数授分與 に よ る P ．S ・物 質 （胎盤 絨毛物質）， 

重症妊娠 中毒症患者血清 ，   正常妊娠血清 ，   非妊健康

婦人⊥直L清 ，   腦下 垂體後葉 ホ ル モ ン ．   化學物質
一工％

酣酸鉛 ， 20％ ア ル コ
ール ・

　實驗成績．上記 Stressor中 ，     處置 群 に お い て

は，胎兒死亡 ・流産 ・子宮胎盤 の 溢頂い 胎盤後面 の 出

血 。凝血 附着 ・羊水 内出血 が 著明に 見 られ，組織學的に

は ， 絨毛 ・脱落膜 の 強度の 血 管充盈 ・出血 ・血 腫 形成
・

廣範な る 壌死 。子宮筋層内の 出tiu　・血栓が認められ る。

    では 變化 が輕度である．  に お い て は 出」血性變化は

な く，胎盤面は か えつ て 貧」血性で胎児 は 殆 ん ど死 亡 し．

羊水は 溷獨して い た。  に お い て も     と同様出血性變

化 は 強度である が ， 壊死像 は 部 分 的であ る．

　阻 止實驗．ク P 一
ル プ ロ マ ジ ン 單獨及び ク ロ ール プ ロ

マ ジ ン ， プ ロ メ タ ジ ン 併用 の 筋注を行い ，
Stressor を

前實驗と全 く同様 の 條 件 の も とに 使用 し，同 じ く24時間

後 に 剖機 した とこ ろ ， 流産 ・死 亡は 全例 に な く，羊水は

全 く透明で胎兒は 生存 し， 肉眼的に も組織學的 に も出1血

性變化は 殆 ん ど認 め られ ず ， 前記處置群 の ご とき變化は

全例に 防 喝 し えた 。ま た處 置 群 の 各臓器 の 變化に つ い て

も發表す る．な お第 3腦室に Stressor を注入 し， 痙攣

。昏睡 ・子宮胎盤 の 出血 性變化な どもえた ．

　 8．妊娠 中毒症に關す る研究

　　（東北大）
”

九嶋勝司 ，鈴木雅 洲 ， 安達寿夫，

　本橋研
一，門脇　正 ，岩淵慎助 ， 野田起

一
郎，

　 吉崎　宏 ， 阿部　務 ， 榊尾憲治 ， 早 乙 女二 朗，

　 川原　浩，橋本亮三 ，山崎金吾 ， 森　　　滋 ，

　 金井忠雄

　1） 新鮮人胎盤 よ り各種高級成分を抽出 し ， そ の 中毒

症様症吠惹起作用 を檢索 し て き た が ， 今 囘，硫安
4〆10 飽

和沈澱性蛋 白質 （V ）．硫安
5
！10 飽利沈澱性蛋白質 （W ），

珥 6．o析出性 蛋 白質 鰍 ）／ チ ン 硫酸 （xw），ペ ン トース

核酸 （璽 ）の 5 物質 を 妊兎 に 靜注 し，そ の 肝 ・腎 ・心 ・

副腎の 組織學的變化を研究 した．肝 の 變化は 輕微 で殆ん

ど所見 が な い が，V 群 に お い て 約半數 に小 葉中心 部出血

性壊死層と周邊部貧血 性凝固壊死巣 を認め た．腎では V

群及び 双群 に 91emerulQnephrese 様所見 を え ， 心 の

筋線維腫脹 ・退行變性
・
間質の 浮腫性膨化な どは V 鼎 ，

w 群 に認められた．副腎の 束状層の 萎縮 網状層の 肥大

と 退行變化 ， 網状層脂質の 斑状消失 な どの 諸變化は 敢 群

に 最 も強 か つ た．

　つ ぎに胎盤 よ り低分子の 蛋白質を抽出して 電氣泳動的

に均一な もの とし， 妊娠自鼠 に靜注す る に ， 腎 の 組織學

的 變化 ・尿 量減少 ・蛋白尿増加 ・カ タ ラ
ーE の 減少を認

め た．　 　 　 　 　 　 　 　 −

　2） 健康非妊婦 。健康妊婦 ・中毒症妊婦 の 血 清 の ア ル

t ’ル 抽出低分子物質 の 血 管收縮僭 il缶 家兎耳殻潅流

法に よ り檢 した ．該 作 用 は 健康者 よ りえ た も の に殆ん ど

なく， 妊娠中毒症患者の 大多數，殊 に 高血 壓を 有す る患

者 の 殆ん ど全例に 認 め られた．

　3） Ge1 皿 zel1 法 に よ り抽出 し Sayers ら法により定

量 せ る血中ACTH は ， 非妊婦 で殆ん ど認められず ， 正

常妊娠時やや増加 し分娩時最高で産褥期に消失 す るカ 

中毒 症 思 者では 明 ら か に増最す る例が多 か つ た．尿中總

17・KS 値及び總 ユ7−OH 　 corticoid 値 は ，妊娠分娩産

褥の 各期 を通 じて中毒症患者 に低く， 症状の 増惡 に 從 つ

て低下す る傾向に あ っ た ．androsteron と etiochola −

no1Qne は 非妊婦 よ り妊婦 に低 く，正 常 妊娠時 よ り中毒

症時 に 低い の に 反 し，11−oxygenated ，
17−KS ｝よ正 常妊

婦 に 比 し 中毒症患者に 高い 比率を示 した．從っ て 中毒症

時 ，
ACTII と 17・KS ま た は 17−OH 　corticoid 間 に

相關關係を認め 難 い ．

　 4） 健康妊婦並びに ・1・毒症妊婦の 尿中 G ・ nadotr ・pin

を 比較す る に，　こ の 値 は 中毒症時高く症状 の 増惡 に 從

つ て 増加 の傾向 に あっ た．　gonadotropin の 値 は 中毒

症患者 に お い て も産褥早期 に 急減 した．estrone ，　 estr −

adio1 ，　estrio1 ，　prcgnanediol はす べ て 正 常妊産婦に比

し中毒症時低 か つ た．中毒症患者 で は ，一種の steroid

hormone 値が低い とき は 他の steroid 　hormone の 値

も低下す る こ とが多く，こ れ に反 し上位 hormone であ

る 臼onadotropin は増力
．
iの 傾向を示 し，こ の 繭群の ho −

rmone 問に 必 ず し も並行關係を認め難 か っ た．ま た 上

記の 各種 hormone の 測定値は，必ず しも臨牀症状 と平

行 し な か っ た．

　 5） Birnie 法變法 ｝こ よ り測定 せ るADS 値は ， 健康

妊婦 よ り 中毒症患者，殊 に 浮腫の 著明 な患者に 高値を

示 した。尿 中 Na は健康妊婦 よ り中毒症妊婦 に 低濃度

で あ り，殊 に重 症中毒症時 に 低 か つ た．妊婦 に NaC1 溶

液 を 負 荷 す る に ，單位時間に お け る　Na 攤泄量 ほ 健康

妊婦に比 し中毒症患者 に惡 く， 殊 に 重症 患者 に 惡 い 結

果 を え た ．尿 中 Na 貯溜 steroid を Luetscher らの
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